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RED CRandom Early Detection) 方式が、 max-min 公平性の観点からは CSFQC Core-stateless Fair Queueing) 
方式が適していることを明らかにし、公平性の考え方に応じて適合する轄鞍制御が存在することを示している。
(3) 多数のユーザに同一情報を送る場合、ユニキャストに比べマルチキャストを用いる場合には、必要とするネッ
トワーク資源は大幅に削減できる。この点に着目し、ネットワーク内のルータにおいてマルチキャストトラヒ
ックを優遇する輔鞍制御方式を提案している。具体的には、マルチキャストトラヒックの下流メンバ数に応じ
て、輯鞍時のノレータでのパケット廃棄率に差を設け、多くの下流メンバ数をもっトラヒックを優遇する方式を
提案している。提案方式は、エンドではユニキャストとの公平利用を目指した輯鞍制御を採用し、ルータにお
いてマルチキャストの差別化をはかるものとなっている。すなわち、ネットワーク提供者の管理方針に従い、
マルチキャストを優遇する方策をとる状況と、ユニキャストと公平利用させる方策をとる状況とを使い分ける
ことができるものとなっている。性能評価により、提案方式が下流メンバ数に応じて適切にネットワーク資源
配分を行っている点、ならびに信頼性を要求するマルチキャスト通信においてはフィードパック情報が引き起
こす輯鞍を回避できるために優遇していないユニキャストトラヒックの性能改善も可能である状況があるこ
と、を示しており、本提案方式の有効性を検証している。
以上のように、本論文はマルチキャスト通信における輯鞍制御に関する多くの知見を得ており、通信工学の発展に
寄与するところが大きい、よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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